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授業の目的 

都市は人口が集中することでエネルギー効率が高まっている反面、さまざまな環境問題を招いている。本講義では、都市スケ
ールの熱・水・エネルギー循環系に着目し、自然の循環系を活かした快適な都市空間を構築していくためのシステムについて理
解する。また今後の都市のあるべき姿として、地域の風土や気候特性を考慮した設計が求められることから、自然環境への適切
な対応をベースとしたパッシブ・アーバン・デザイン手法について身に付ける。 

達成目標 

・ヒートアイランド現象の発生メカニズムを熱収支の観点から説明でき、それに基づいて対策手法の効果も説明できる。 
・水辺や緑地のもつ温熱環境緩和効果を理解し、屋上緑化など具体的手法のメリットと問題点について指摘できる。 

・パッシブ・アーバン・デザインの考え方を理解し、考慮すべき自然資源について説明できる。 

・環境アセスメントの考え方と、現状の問題点、について説明できる。 

 授業計画 授業時間外課題（予習および復習を含む） 
第 1回 パッシブ・アーバン・デザインの考え方 パッシブ・アーバン・デザインが求められている背景を日

本の都市開発の歴史から考察してみる。 

第 2回 都市設計に活かせる気候資源 ドイツのクリマアトラスをはじめとする都市環境気候図
の内容と、適用事例について調べてみる。 

第 3回 ヒートアイランド現象のメカニズム ヒートアイランド現象の要因と影響について調べ、地球温
暖化との違いについてまとめる。 

第 4回 街路空間の風環境・熱環境 「ビル風」の基本的な流れパターン、並びに街路のアスペ
クト比と街路風の関係について調べておく。 

第 5回 屋上緑化の機能と効果 屋上緑化の熱的効果について、建物性能との関係について
まとめ、地域による効果の差異についても調べる。 

第 6回 壁面緑化の機能と効果 緑のカーテンは、どのような効果が期待されるのか、その
物理的メカニズムについて調べておく。 

第 7回 機能性舗装の種類と効果 高反射率舗装のメカニズムを理解し、歩行者に対する効果
をまとめる。保水性舗装の種類と機能について調べる。 

第 8回 都市内河川の熱的効果と風の道 「風の道」を利用した暑熱緩和策の具体的な適用事例を調
べておく。 

第 9回 都市内緑地の熱的効果と冷気流出 緑地が冷却効果をもつ要因を、昼間と夜間に分けて、熱収
支の観点から考察しておく。 

第 10回 都市のエネルギー消費と人工排熱 排熱削減の観点から、交通排熱量の概略値を調べる。熱の
カスケード利用について事例を調べる。 

第 11回 都市気候のモデル化と数値シミュレーション 放射収支・熱収支の基本と、キーとなるパラメータの都市
化に伴う変化についてまとめる。 

第 12回 生物多様性と生態系への配慮設計 生物多様性保全の価値について、様々なレベルから考察し
ておくこと。 

第 13回 都市化に伴う水環境の変化 都市型洪水が起こるメカニズムについて復習し、建築に関
係する総合治水の具体的内容と事例について調べる。 

第 14回 環境アセスメントによる規制と誘導 我が国の環境アセスメントの歴史と制度的な特徴につい
て調べ、現状の問題点について考察する。 

評価方法と基準 

自主レポート（100％） （「自ら学ぶ」という学習姿勢を重視して評価する） 

テキスト・参考図書   

 参考書：  ヒートアイランドと建築・都市－対策のビジョンと課題（日本建築学会）丸善 
建築・都市エネルギーシステムの新技術（空気調和・衛生工学会編）丸善 

      二つの温暖化－地球温暖化とヒートアイランド－（甲斐憲次・編著）成山堂書店 
      低炭素都市－これからのまちづくり（大西 隆・小林 光・編著）学芸出版社 

科目の位置づけ（学習・教育目標との対応） 

本講義は、「持続社会システム系」科目の一つで、「サステナブル建築特論」とともに、自然と融合する社会・都市システムを
創造する「社会環境デザイン技術」の一環として、都市環境計画分野におけるパッシブ・デザインの意味について理解すること
を目標とする。これは、地球システムや都市システムの物質循環とエネルギーフローを学ぶことで、自然と融合する社会・都市
システムを創造する社会システム設計技術の習得を目指すというディプロマポリシーの一端を担うものである。 

履修登録前の準備 

 A科出身者は「都市の環境計画」の内容を復習しておくこと。 

授業評価アンケートに対する改善事項 

オフィスアワー： 場所： 

 


